環境の世紀17　第4回授業メモまとめ

授業のまとめ
・駒場の樹木…
シイ、シラカシ、イチョウなどの常緑樹（平地）・ケヤキなどの落葉樹（沢沿い）。多様な植生がみられる（＝手が入っている）。
・林の樹木の種が増えると…
そこに暮らす動物の種も増える／その森林にとってプラスに機能（生物量、多様性、撹乱への耐性）→生態系サービス／それを利用する昆虫が多数増える
・生態系サービスは…
生物多様性の指標。ある生態系が生み出す恩恵を人工的に生み出すコストから計算する。基盤、供給、調整、文化の4つのサービスがあり、年33兆ドルという見積もりもあり。
・生物間相互作用…
共生は双方に利益がある相利共生がイメージされるが、一方は影響がない片利共生もある。
・窒素循環と窒素固定…
植物は窒素を硝酸塩やアンモニウム塩としてしか吸収できず、通常は土壌から吸収するが、マメ科など、細胞内共生している根粒菌が大気中の窒素を固定しそれを吸収する種がある。
・菌根菌…
ほとんどの植物は根の内外で菌根菌と共生しており、土壌中のリンをうまく吸収している。4億年前の植物にもあったよう。
疑問点
・外根菌と内根菌の形態、構造の違いによる、それぞれの生存における有利、不利な点
・なぜリン酸はそんな菌でなければ取り込めないのか？可溶体になったら勝手に取り込まないのか？
・陸上に植物が進出しようとしたとき、土壌に準備が済んでいたのか。硝酸菌でもいないと…
・鳥類は樹木種数が増えすぎるとむしろ種数が減っている。両生類、爬虫類とどう違うのか？また、総合的に多様性を保つには、樹数が多すぎても良くない気がするが、どうなのか
・生物間相互作用において、両方が損失を負う場合（競争）、また片方が損失を負う場合（片害）は、具体的にはどのような場合があるか
・窒素固定などは人工的な方法で出来ないのか
・樹木と菌類、樹木と昆虫についての共生は良く分かったのだが、人間が樹木に与える利とは？（樹木→人間はよく分かりました）
・菌の広いネットワークって具体的にどれくらいの広さだろう
・なぜマメ科だけが窒素固定する能力のある菌をもっているのか
・菌類は植物からどういった養分を吸収するのか
・生態系サービスという概念はあまり知らなかったです。すでにその概念を積極的に取り入れていることはあるんですか
・炭素循環の図で海洋は堆積物や海藻、魚が循環に作用し、河川は「海洋へ流入」とだけ書かれていましたが、河川の炭素循環への影響は海に比べると微々たるものか
感想
・窒素固定細菌への理解が深まった
・昆虫採集の全学ゼミとりたかった
・生態系サービスを、それを人工的に作り出すコストから、経済指標として表すという考え方は分かりやすいと同時に説得力があると思った／生物多様性が人間にもたらしている恩恵が数１０兆ドル！にもなるなんてすごいと思った／生態系サービスという考え方は今まで意識したことがなく新鮮だった。これからは今まで日常の中で自らの生活に生態系がどのように関連しているのかと意識してみようと思う／生態系サービスの持つ経済的価値が非常に高いことがわかりました。人間が自然に大きく関わって生きている、ということを思い知らされる指標でした
・菌と植物の間に共生関係があるとは驚いた／菌類も植物と共生していて世界はうまくできているなと思った／植物の生育には菌との共生が不可欠だということがわかった／菌根菌と植物の共生の話が新鮮だった。陸上植物７０%以上が共生関係をもってるなんて知らなかった。
・植物と昆虫の関係が分かりやすかった／樹林⇔人間の関係ではなく、樹林⇔生物の関係が分かってよかった
・駒場にも新種がいるかもしれないと聞いて、昆虫の多様性はすごいなと思った／駒場キャンパスで新種の昆虫が見つかるなんて思わなかった／駒場の昆虫の多様性には驚きました。あまり虫がいるイメージがなかったんですが、生命がいろんなところに根づいてるんだなと思いました
・植物と動物、植物と植物など多種多様な非常に多くの生物の共生関係により複雑な生態系が形成されているということがわかった／ひとつの植物に関わる、大きな生態系を知ることができました／アブラムシとアリとケヤキの共生関係に感動。正直ヤノクチナガオオアブラムシは気持ち悪いが見てみたい／イチジクとイチジクコバチの共生の話がとても面白かった。生物は本当にうまくできている
・標本がすごかった
・今回では木の種類が多い方が動物の種類が多くなるということが分かったけれど、前回の感じからいくと街中に木をたくさんむやみに植えられないし、かといって森を放っておくと優占種が占めちゃうし、難しいと思った
・樹種が多ければ動物種も多くなるということは感覚的には分かるが、それを生物相互作用から見て、豊かな生態系がもたらす生態系サービスについて学ぶことができた
・夏学期に生態学の授業を取ったのですが、そのときには根粒菌の写真があまり見られなかったので、今回は見られてよかったです
